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滴下法により形成した酸化亜鉛ナノ粒子層の電気的特性評価 
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【はじめに】 

当研究室では，窒素ドープした p 型 ZnO（酸化亜鉛）ナノ粒子[1]を“塗布する”という簡便な手法で

LED を作製[2]し，粒子自体を発光させることに成功している．これは，従来の単結晶基板を用いた LED

技術とは異なり，プロセスの超低コスト化を実現し得る技術である．さらにZnOナノ粒子層をチャネルとす

る塗布型 TFT を作製し，LED 技術と組み合わせることで，大面積ディスプレイなどのさらなる低コスト化

が期待できる．ここではそのための基礎的検討として，n 型粒子の分散液を滴下・焼結することで形成し

た粒子層の電気伝導特性を評価した． 

 

【実験と結果】 

ZnO 粒子を純水で分散させ，遠心分離機を用いて 150~300 

nmサイズの粒子を中心とした分散液を作製し，マイクロピペット

を用いてガラス（テンパックス）基板上に滴下した．滴下の際，

熱したホットプレート上で粒子を焼結しながら堆積した．堆積後，

粒子間の伝導性の向上を目的として，簡易プレス機によりプレ

ス（プレス温度は300 ℃で一定）を行った．粒子層上にスパッタ

法を用いて Au電極を形成した後，I-V測定を行った． 

堆積直後(As-depo)の粒子層の SEM画像を図 1（a）に示す．

これより，粒子層が十分に被覆していることがわかる．図 2 に

I-V測定により得られたシート抵抗値（+5V印加時）の圧力依存

性を示す．この結果から，300 kg/300 ℃のプレス圧力を加える

ことで，シート抵抗値を 10
4
 Ω/□以上減少させることに成功した．

しかし，I-V 測定結果においてばらつきが多く見られたが，これ

は個々の粒子の特性や被覆状態が均一でないためと考えられ

る．表１にHall効果測定結果を示す．As-depoと比べ，プレスを

行うとこで移動度は約 3～4 倍となった．これは，図 1（b）のプレ

ス後の SEM 画像からも分かるようにプレス工程により，粒子同

士の密着性が向上したためと思われる．  

 

 [1] I.Takahashi et al., ACSIN-12＆ICSPM21(2013) Tsukuba, Japan [講演番号:8PN-89] 

[2] Y.Fujita et al., Ⅱ-Ⅵ(2013) Nagahama, Japan [講演番号:Th-B4] 

 

 

図 2 プレスによる圧力依存性 

表 1 Hall効果測定 
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